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発売
2017/10/5

内容 古代以来、近世・幕末維新期を経て今なお存続する天皇。戦国期に政治的・経済的に衰退した朝廷という集団は、どのようにして近世を迎えたの
か。復活した院（上皇）をめぐる諸問題、幕府の経済支援・政治関与のもとにあった朝幕体制が解体してゆく契機などを、時代をおって追究。天皇・
朝廷の存在と機能に視点をあて、近世日本の政治史を解明する。

出版社 吉川弘文館 ISBN
978-4-642-03480-7

本体価格
\9,500

書名 近世日本政治史と朝廷 著者名 山口 和夫／著

本体価格
\1,400

内容 知っているようで知らない古代史の英雄「ヤマトタケル」の生涯を一冊の本にまとめました。日本各地の伝承を産経新聞取材班が徹底検証！

発売
2017/10/19

出版社 産経新聞出版 ISBN
978-4-8191-1323-6

書名 ヤマトタケル　日本人なら知っておきたい英雄 著者名 産経新聞取材班／著

発売
2017/10/10

内容 今年４月に急逝した当代きっての学僧最後の語りおろし。その丹念な調査による発見は常に古代史ブームを牽引した。藤ノ木古墳開棺、『隠された
十字架』の梅原猛氏との対決、日本における世界遺産第１号登録など古代史の大事件の表裏を明かす。

出版社 朝日新聞出版 ISBN
978-4-02-263063-6

本体価格
\1,600

書名 高田長老の法隆寺いま昔 著者名 高田 良信／著　小滝 ちひろ／構成

本体価格
\900

内容 今、若い女性を中心に、古墳に熱い視線が注がれています。が、そこで語られるのは古墳や埴輪を「かわいい」と評する声ばかり。　日本古代史の大いな
る謎を握る古墳に対し、「かわいい」だけで済ませて本当にいいのでしょうか。　「ほんもの」を見極める目をもっていた白洲正子を祖母にもち、小学生の頃
から正子とともに古寺をめぐってきた白洲信哉は「古墳は美しいもの」と語ります。大学で考古学を専攻し、発掘調査にも携わってきた筋金入りの古墳愛好
家の著者とともに、彼が愛する古墳をめぐり、これまでの古墳本とは違う、従来の考古学とも違う、彼独自の「古墳の世界」を紹介します。

発売
2017/10/10

出版社 ワニブックス ISBN
978-4-8470-6115-8

書名 美しい古墳　白洲塾長の世界一毒舌な授業 著者名 白洲 信哉／著　秦 まゆな／著 

http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033669771&Action_id=121&Sza_id=A0&refHpStenhnbCode=0296
http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033668824&Action_id=121&Sza_id=A0&refHpStenhnbCode=0296
http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033672951&Action_id=121&Sza_id=E2&refHpStenhnbCode=0296
http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033679147&Action_id=121&Sza_id=A0&refHpStenhnbCode=0296
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発売
2017/10/6

内容 古代から現代にわたり残された究極の「謎」を、明快に解き明かす歴史読みものです。「邪馬台国はどこに消えたのか？」「実在した最初の天皇は
誰か？」「なぜ二度にわたる元寇を撃退できたのか？」「本能寺の変の黒幕は誰なのか？」「徳川幕府はなぜ３００年近くも続いたのか？」「なぜ江戸
無血開城は可能だったのか？」「関東軍はなぜ暴走したのか？」といった日本史上に残されたさまざまな「謎」を、最新の研究に基づき解説します。

出版社 宝島社 ISBN
978-4-8002-7601-8

本体価格
\640

書名 日本史　最後の謎 著者名 日本歴史楽会／著

本体価格
\950

内容 日記を兼ねたコンサイス読史備要として毎年歴史家をはじめ、教師・ジャーナリスト・作家・学生・歴史愛好者等、多数の方々が愛用。

発売
2017/10/20

出版社 吉川弘文館 ISBN
978-4-642-09844-1

書名 歴史手帳２０１８年版 著者名 吉川弘文館編集部／編

発売
2017/10/25

内容 日本文化は、独特の自然環境によって形成された基層文化の上に、大陸より漢字・仏教・儒教などを受容し、さらにヨーロッパ文化が伝来することで
重層的で複雑な構造を持つことになった。神話の時代から現代に至る思想・宗教・文学・芸能など幅広い事象を講義形式で解説。文化史の時代区
分に一石を投じ、今後の歴史研究のあり方に問題を提起する。

出版社 吉川弘文館 ISBN
978-4-642-08326-3

本体価格
\2,400

書名 日本文化史講義 著者名 大隅 和雄／著

本体価格
\1,400

内容 本書の醸し出す、迸る感性と人間愛と壮大なる構想に、私は驚嘆している……法相宗大本山　薬師寺管主・村上太胤。……古代史における大きな
「謎」とされる、人間聖徳太子（厩戸王）の生涯。誰が、何のために伝説を作ったのか、本当の聖徳太子はどんな生き方をしたのかを、さまざまな資
料からジグソーパズルのようにつなぎ合わせ、大胆で鋭い推理で切り込んだ、新しい日本史の意欲作。

発売
2017/10/1

出版社 文芸社 ISBN
978-4-286-18553-8

書名 『聖徳太子』にされた異人 著者名 中川 昭秀／著

http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033661981&Action_id=121&Sza_id=A0&refHpStenhnbCode=0296
http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033677976&Action_id=121&Sza_id=A0&refHpStenhnbCode=0296
http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033675891&Action_id=121&Sza_id=A0&refHpStenhnbCode=0296
http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033668153&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296

